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　6．必携パソコン化編
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3．教育用計算機環境に適した
      オープンソースデスクトップ

4．教育用計算機環境の TCO削減にむけて
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　2．VIDを使った diskless Windows

　3．NetBoot for Mac OS X
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■編集にあたって

　教育の情報化が進むにつれ，教育用計算機システムを利
用して授業を行う事例は枚挙に暇がない． 今日，大学など
の高等教育機関において，コンピュータリテラシ教育か
ら，研究用計算機システムまで，さまざまな計算機システ
ムが運用されている．このようなシステムでは，ただ単に
計算機を並べれば済むわけではなく，可用性や安定性，セ
キュリティを保ちつつ，TCO（Total Cost of Ownership）を
削減したかたちでの運用を行わなければならない．しか
し，多くの教育機関においては，一定のシステムを導入する
だけでは済まず，利用可能な製品の仕様も日進月歩で変化し
ていくため，それぞれの教育機関において，それぞれの予算
や人材，システム要求に応じた設計・構築・運用がなされて
いるのが実情である．そこで本特集では，近年の大規模分散
ネットワーク環境における教育用計算機システムの現状から
要求，またいくつかの事例を紹介するとともに，それらの中
で利用されている技術などを紹介することを目的とする．
　本特集では， 一般的な情報教育に利用されることを前提
とし， 近年見られるようになってきた， CALL（Computer 

Assisted Language Learning）システムのような， ある分野に
特化した計算機システムには触れない． また， 一部の学科
専用のような小規模の計算機システムではなく， 全学規模
のように大規模分散ネットワーク環境を前提としたシステ
ムについて議論する． 

■背景

　歴史的には，大学における計算機システムは， メインフ
レームとキャラクタ端末の組合せからスタートしたセンタ
と，ROM-BASIC搭載のパソコンを並べた教室からスタート
したセンタに大別される．現在では，中央にサーバを設置
し，各端末を LANで接続した分散システムとして構成し，
何らかのかたちでインターネットへのアクセスも提供する
という形態が一般的になってきている．
　このような分散システムは，企業で普通に採用されている
計算機システムの形態と一見同じに見えるが，要求されるも
のは異なり，企業用のシステムをそのまま導入しても，多く
の場合は問題の多いシステムになってしまう．

■構成

　まず教育用計算機環境に対する要求と課題で， 教育用計
算機環境の構築と運用における課題について解説する． 単
純にパソコンを並べるだけではまったく立ちゆかないし， 
ある程度の人的コストがかかっているのだ， ということを
理解していただけると思われる． 次に教育用計算機環境の

事例で， いくつかの異なるアプローチにて構築された事例
について解説する． ここでは， まず基本オペレーティング
システムとして， Windowsの例， Linuxの例， Mac OSの例
をそれぞれ取り上げる． それぞれのオペレーティングシス
テムごとの利点・欠点が伺えると考える． また利用者が直
接操作する計算機として， Thin Clientと呼ばれる単機能計
算機を末端に置く例， 故障率の高いハードディスクを排し
た計算機をネットワーク経由の仮想ディスクによって利用
する例，利用者個人に必携ノートパソコンとして持たせ
る例をそれぞれ取り上げる． これらは， 大規模分散化して
しまった利用者用計算機のメンテナンスを考慮した TCO

削減の努力の一例となるであろう． さらに， 利用者用計算
機をまったく排し， 多種多様の計算機システムからインタ
ーネット経由でコンテンツにアクセスする例として， SOI

（School Of Internet）プロジェクトを取り上げる． これは， 
一見他の事例と異なるように感じられるが， インターネッ
トという分散ネットワーク環境を利用した教育用システム
ととらえることで， 事例として取り上げた． 
　次に教育用計算機環境に適したオープンソースデスクト
ップでは， 教育用でかつ大規模分散ネットワークに適した
作り込みを行った OSとアプリケーションパッケージを提
供している VineCaves社の Vine Linux Educational Editionに
ついて概説していただいた． 
　最後に教育用計算機環境のTCO削減にむけてでは， ハ
ードウェアとして， 大規模分散ネットワーク環境の教育用
計算機システムに適した能力を持つ仕組みのいくつかを紹
介する． ここでは，TCO削減の中でも消耗品コストに注目
したリコー社のプリント枚数管理システム Ridoc IO Gate, ハ
ードディスクの故障対応や OSやアプリケーションに対す
るパッチ適用のコスト削減に注目したミントウェーブ社の
VIDや，アップル社の NetBootと呼ばれるディスクレスシ
ステムを取り上げ， それぞれについて概説していただいた． 
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